
「
県
尼
創
立
1
0
0
周
年
に
想
う
」

同
窓
会
会
長

石
井 

良
昌 

（
36
回
生
）

こ
こ
3
年
近
く
の
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
中
で
来
年

の
11
月
3
日
に
県
尼
は
創
立
1
0
0
周
年
の

行
事
を
行
な
い
ま
す
。

過
日
の
県
尼
同
窓
会
の
常
任
理
事
会
で
今

後
の
県
尼
同
窓
会
の
呼
び
名
を
「
県
尼
琴
翔

会
」
と
命
名
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
創

立
1
0
0
周
年
を
前
に
心
新
た
に
取
り
決
め

ま
し
た
。
今
後
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
馴
染
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

た
ま
た
ま
小
生
が
1
9
8
4
年
に
尼
崎
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
初
代
幹
事
の
時
に
県
尼

（
尼
中
）
1
回
生
の
金
子
太
郎
パ
ス
ト
ガ
バ

ナ
ー
と
お
出
会
い
し
、
県
尼
の
大
先
輩
と
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
方
に
大
学
は
ど
こ
で
し
た

か
と
お
聞
き
す
る
と
頭
が
悪
い
の
で
東
大
の

医
学
部
の
薬
学
科
に
い
き
、
の
ち
に
神
戸
薬

科
大
学
の
学
長
に
な
ら
れ
、
弟
の
金
子
仁
郎

氏
は
頭
が
僕
よ
り
よ
く
阪
大
の
医
学
部
で
の

ち
に
関
西
労
災
病
院
の
院
長
を
し
て
い
た
と
。

仁
郎
さ
ん
は
県
尼
の
5
回
生
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
金
子
太
郎
ガ
バ
ナ
ー
に
は
可
愛
が
っ
て

頂
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
「
利
他
の
心
」
を
教

え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
県
尼

O
B
に
は
素
晴
ら
し
い
方
々
が
お
ら
れ
、
我
々

の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
校
の
卒
業
生

の
中
に
は
金
子
兄
弟
の
よ
う
に
日
本
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
人
の
お
役
に
立
っ
て
お
ら
れ
る

方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
歴
代
の
校
長
先
生
を
は

じ
め
教
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
尽
力

の
お
蔭
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
県
尼
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝
統

を
次
な
る
進
化
に
向
け
て
、
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
を
担
う
県
尼
生
の
た
め
に
、
校
訓
「
自

主
・
根
性
・
聡
明
」
の
精
神
の
も
と
、
同
窓

会
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
、
発
展
す
る
県
尼

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

11月3日
アルカイックホール

都ホテル尼崎
（旧：都ホテルニューアルカイック） 

令和5年
記念式典

記念祝賀会

Anniversary

since
� � � �

創立100周年記念式典・
記念祝賀会 おしらせ

金・祝
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「
ご
挨
拶
」

県
立
尼
崎
高
等
学
校

校 

長　

板
羽 

茂
雄

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ

と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
よ
い
よ
来
年
度
、
本
校
に

と
っ
て
大
き
な
節
目
の
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
5
年
11
月
3
日
に
開
催
予
定

の
記
念
行
事
に
向
け
、
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
生
徒
の
活
躍
に
よ
る
式
典
な
ど
、
行
事
を
滞
り

な
く
行
え
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
は
、
令
和
4
年
度
に
な
っ
て
少
し
落
ち

着
き
を
み
せ
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
再
び
大
き
な

波
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
校
に
お
い
て
も
陽
性
者
が

見
つ
か
る
な
ど
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
度
は
、
規
模
の
縮
小
や
内

容
の
変
更
を
行
い
入
学
式
か
ら
県
尼
祭
（
文
化
祭
）、

体
育
大
会
、
修
学
旅
行
、
卒
業
式
な
ど
実
施
で
き
ま
し

た
。
修
学
旅
行
で
は
、
太
宰
府
天
満
宮
や
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
、
軍
艦
島
見
学
な
ど
、
良
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
進
路
に
つ
い
て
も
、
国
公
立
や
私
大
難
関

校
に
多
数
の
合
格
者
を
出
す
な
ど
実
績
を
上
げ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
3
年
生
の
保
護
者
に
も
公
開
し
て
県
尼

祭
も
実
施
で
き
、
こ
の
後
、
学
校
教
育
活
動
や
行
事
に

順
調
に
進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
第
3
次
実
施
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

コ
ー
ス
の
改
編
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
う

け
、
本
校
で
も
「
教
育
と
絆
コ
ー
ス
」
改
編
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
と
同
時
に
、
現
在
の
学
校
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
次
の
1
0
0
年
を
見
越
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
伝
統
に
恥
じ
な
い
学
校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
更
な
る
努
力
を
重
ね
、
同

窓
会
や
地
域
の
方
々
な
ど
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
本
校
の
教
育
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
本

校
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
着
任
の
ご
挨
拶
」県

立
尼
崎
高
等
学
校

教 
頭　

佐
々
木 

豊

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
令
和
4
年
4
月
1
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
、

県
立
武
庫
荘
総
合
高
等
学
校
か
ら
本
校
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
任
校
は
教
頭
と
し
て
わ
ず
か
2
年
間
の
在
任
で
は
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
教
諭
と
し
て
は
市
立
尼
崎
東
高
等
学

校
と
尼
崎
双
星
高
等
学
校
に
合
わ
せ
て
21
年
間
、
県
立

尼
崎
西
高
等
学
校
に
4
年
間
と
教
員
人
生
の
大
半
を
尼

崎
市
内
の
高
等
学
校
で
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
比
較

的
新
し
い
学
校
を
経
験
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

1
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
本
校
の
佇
ま
い
、
明

る
く
素
直
な
生
徒
た
ち
の
様
子
、
運
動
部
員
、
文
化
部

員
、
生
徒
会
役
員
な
ど
の
躍
動
す
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、

長
い
歴
史
の
中
で
洗
練
さ
れ
て
来
た
生
徒
指
導
の
重
み

を
感
じ
つ
つ
、
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
は
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新

た
な
魅
力
を
発
信
す
る
べ
く
、
地
域
の
皆
様
の
ご
助
言
、

ご
協
力
を
糧
に
し
な
が
ら
、
現
在
、
学
校
改
革
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
先
日
は
学
校
運
営
協
議
会
（
兵
庫

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
が
発
足
し
、
2
年
間
の
コ

ロ
ナ
禍
で
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
の
皆
様
と
の
交

流
行
事
を
少
し
ず
つ
再
開
す
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
昨
今
の
感
染
拡
大
で
再
び
危
機
を
迎

え
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
感
染
症
を
克
服
し
、
地
域
の

皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
復
活
し
て
、
地
域
の
た
め
に
役
立

つ
人
材
を
育
成
す
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を

発
足
し
ま
し
た

平
成
30
年
度
・
令
和
元
年
度
創
立
百
周

年
記
念
事
業
検
討
委
員
会
、
令
和
2
年

度
・
令
和
3
年
度
創
立
百
周
年
記
念
事
業

準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
・
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
18
名
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
本
格
的
な

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
式
典
・
記
念
誌
の
発
刊
（
A
4
サ
イ

ズ
2
5
0
ペ
ー
ジ
程
度
）
・
関
係
者
へ
の
記

念
品
の
贈
呈
・
記
念
碑
の
建
立
・
学
校
施

設
の
更
新
（
昭
和
53
年
に
建
築
さ
れ
た
体

育
館
舞
台
の
緞
帳
・
校
章
入
り
一
文
字
幕
・

袖
幕
・
バ
ッ
ク
幕
の
予
定
）
・
記
念
祝
賀
会

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
実
行
委
員
会

に
お
い
て
詳
細
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。

当
事
業
に
は
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
基

金
を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
十
分

な
基
金
が
集
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

来
年
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、

今
後
と
も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

年会費は同窓会会則第17条の通り一口　
1,000 円、創 立 100 周 年 基 金 は 一 口　
5,000円です。

また複数口納入していただける方は、①の
郵便振替で口数・振込金額をご記入いただ
きお振込みをお願い致します。

①は郵便局でお願いします。
②③はコンビニエンス・郵便局でお支払い
いただけます。

※コンビニエンスの場合は10月31日まで
にお願いします。

令和4年1月17日より、現金でのお振込みをされる場合、
加算料金として110円が発生しますので、この加算料金に
関しては、申し訳ありませんが、会員様にてご負担をお願い
します。

なお、郵便局にて通帳、カード利用からのお振込みに関
しては、加算料金は発生いたしません。詳しいことは、郵便
局でご確認ください。

払 い 込 み 用 紙 に つ い て

● 年 会 費 及 び 基 金 払 込 の お 願 い ●
ゆ う ち ょ（郵 便 局）利 用 料 金 の 改 定
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　第1号議案  令和3年度事業報告　

4月  8日 入学式

4月21日 学校・PTA・同窓会合同百周年記念事業実行委員会

10月  5日 第一回同窓会報委員会

10月21日 常任理事会.・第二回同窓会報委員会

常任理事会報告書発送

11月12日 第三回同窓会報委員会

12月 同窓会報発行・IDパスワード発行通知

2月25日 卒業生個人情報提供のお願い

2月28日 同窓会入会式・記念品贈呈

3月  1日 卒業式

3月22日 教育活動振興会

　第2号議案　

令和3年度決算報告・・・別紙

　第3号議案　

令和4年度役員改選について（案）
兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校　同窓会会則

第6条　3項　副会長　　　　2名　　理事の互選とする
副会長　34回生　室津 晴美（常任理事）

6項　常任理事　  若干名　　理事の互選とする
53回生　大内 一浩（理事）

7項　会計理事　　　2名　　理事の互選とする
49回生　樽井 敬明（常任理事）

第7条　役員の任期は2ヶ年とする（前回改選は令和2年度）
但し、再任を妨げない

　第4号議案　

令和4年度事業計画（案）
1　学校行事への参加

① 入学式　② 体育大会　③ 県尼祭　④ コンサート
⑤ 卒業式　⑥ その他課外活動の支援など

2　�役員会・常任理事会・百周年記念事業実行委員会関
係・会報発行委員会等の適宜開催

3　同窓会報の発行
4　IDパスワード発行通知

　第5号議案　

令和4年度予算（案）・・・P.5

　第6号議案　

会則の改定について（案）・・・P.6

　第7号議案　

創立百周年記念事業について（案）
1　同窓会創立百周年記念事業

実行委員会役員について（案）
石井 良昌	 髙岡 　久	 室津 晴美
柴田 侃一	 池邉 善夫	 大西 俊樹
井上 正夫	 西本 義正	 上野 晃司
澤田 　勝	 前田 雅孝	 有田 　亨
樽井 敬明	 中野 裕司	 大内 一浩
下境田耕治	 越山 裕之	 比嘉 芳子

2　第6回兵庫県立尼崎高等学校
創立百周年記念事業合同実行委員会報告
日程：令和5年11月3日にアルカイックホールにて

記念式典
13：00～15：00
同日都ホテル尼崎（旧：都ホテルニューアルカイック）にて
記念祝賀会
17：00～20：00

　理事会書面決議　

令和4年7月より理事宛に、書面により第1号議
案より第7号議案における賛否の決済をお願い
いたしました。その結果すべての議案が承認され
ました。

令和4年度 第一回
兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校同窓会（県尼琴翔会） 常任理事会

令和4年6月22日
16：00〜

於：県尼会議室
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兵 庫 県 立 尼 崎 中 学 校・
尼 崎 高 等 学 校 同 窓 会
・	令和3年度決算報告
・	財産目録
・	令和4年度予算
・	創立百周年記念事業基金同窓会費報告書
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兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校　同窓会（県尼琴翔会）会則

第 1 条		�  本会は兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校同窓会（県尼
琴翔会）と称する。

第 2 条		�  本会は事務所を事務局担当者宅に置く。
第 3 条		�  本会は会員相互の親睦を計り母校の発展並びに教育事

業を援助することを目的とする。
第 4 条		�  本会はその目的を達成するために次の事業を行う
	 1		  会員名簿の管理及び会報の発行
	 2		  懇親会の開催
	 3		  母校並びに母校在学生への後援
第 5 条		�  本会は次記の者を以て組織する。
	 1		  正会員
		  A　 母校卒業者
		  B　 �かつて母校に在学した者であって理事会の承認を得た者
		  C　 準卒業者
	 2		  特別会員
		  A　 母校現職員
		  B　 母校旧職員
第 6 条		�  本会に次の役員を置く。
	 1		  会長　　　　　1名　　理事の互選とする
	 2		  名誉会長　  若干名　　理事会の承認を得た者
	 3		  副会長　　　　2名　　理事の互選とする
	 4		  理事長　　　　1名　　理事の互選とする
	 5		  理事　　　　　卒業年次毎に若干名選出する

特別会員からも数名選出する
	 6		  常任理事　　　理事の互選とする
	 7		  会計理事　　　2名　　理事の互選とする
	 8		  顧問　　　　　学校長がこれにあたる
	 9		  相談役　　　　教頭及び事務長がこれにあたる
	 10		  参与　　　　　本会に特に貢献のあった者で、

常任理事会の承認を得た者
	 11		  監査　　　　　2名　　理事の互選とする
	 12		  事務局担当　　1名　　理事の互選とする
第 7 条		�  役員の任期は2ヶ年とする。但し、再任を妨げない
第 8 条		�  役員の任務は次の通り。
	 1		  会長は本会を代表し会務を管掌する
	 2		  副会長は会長を補佐し会長支障のある時は之を代行する
	 3		  理事長は常任理事会及び理事会を統括する
	 4		  理事は理事会を構成し会務を評議する

	 5		  常任理事は常任理事会を構成し会務を評議する
	 6		  顧問、相談役、参与は会長及び理事会の諮問に応ずる
	 7		  会計理事は本会の経理を掌握する
第 9 条		�  会議は総会、常任理事会、理事会とし、参与、顧問、相談

役、名誉会長は各会議に出席できるものとする。
第10条		�  総会は理事会において必要と認めたとき、これを開催する。
第11条		�  理事会は会長が必要と認めたとき、その都度これを開催

する。
第12条		�  常任理事会は総会に代えて議決決定することができる。
第13条		�  総会に於いては次の事項を行う
	 1		  会計、庶務その他重要事項の報告。
	 2		  役員の改選並びに発表。
	 3		  理事会で決定した事項、その他必要な事項。
第14条		�  常任理事会は次の事項を行う
	 1		  会務庶務の処理
	 2		  会務の審議決定
	 3		  その他必要な事項
第15条		�  決議はすべて出席会員の過半数による。
第16条		�  本会の経費は会費、寄付金及びその他の収入を以てこれ

に充てる。
第17条		�  正会員は入会金として卒業時に金7,200円を納付する。

卒業後は同窓会費として年に1,000円を納付する。また、
別に臨時会費を徴収する事がある。

第18条		�  本会の会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月31日に
終わる。

第19条		�  本会の収支決算は定時総会においてこれを報告し、その
承認を得るものとし、かつ会報とホームページに掲載する。

第20条		�  本会会則の変更は常任理事会に諮り出席会員の過半数
の決議を要する。

第21条		�  事務局担当者に事務局費として、年額5万円を支払うもの
とする。

（注）�昭和63年度より、定時制卒業生及び併設中学校の卒業生を同
窓会名簿に登載、会員として認めることになった。

平成22年（2010年）　5月15日改正
平成31年（2019年）　3月  1日改正
令和  4年（2022年）　6月22日改正
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去る令和4年8月に、41回生の宮崎登様より同窓会
に冊子が寄贈されました。

寄贈冊子は「物語　中国史」です。A-5判で660ぺ
ージです。著者はドイツのカイ・フォーゲルザンクです。
その訳者として、宮崎氏が携わり完成いたしました。現
在県尼資料室にて、保管・展示致しております。



合格速報

陸 上 部
令和4年5月27日（金）から行われた「第75

回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大
会兼第75回全国高等学校陸上競技対校選
手権大会兵庫県予選会」において、男子4×
100mRで、第3位（41”98）に入り、近畿大
会への出場を決めました。

1走：髙谷望巳（3年）　2走：藤本琉世（3年）
3走：新井睦也（2年）　4走：阿嘉克浩（3年）

「第75回全国高等学校陸上競技対校選手権
大会近畿地区予選会」
期日　令和4年6月16日（木）～19日（日）

於：奈良市鴻ノ池陸上競技場

なお、近畿大会は、初日16日（木）に予選6
組3着＋4で行われ、本校は予選2組7レーン
で出場。なお、県大会で負傷した選手に代わ
って、4走に森下然くん（2年）が走りました。ス
タートもバトンパスも完璧に近く3位で4走に

バトンが渡りましたが、ゴール20m手前でか
わされて4位でゴール。タイムは42”46で昨年
出場した近畿高校ユース（9／17京都）の時よ
りも速いタイムでしたが、残念ながら＋αに0.1
秒及ばす予選で敗退となりました。

　
4×100mR　第1走者　髙谷 望巳（3年）

近畿大会という大舞台で走れたことは、こ
のリレーメンバーにとって、最高の思い出にな
りました。辛い練習などにも耐えてきて、マネ
ージャーの存在や顧問の先生方の指導があ
ったからこそ、ここまで来れたと思います。
たくさんの応援をいただきありがとうござい

ました。
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令和4年3月23日　県尼進路指導部

国立大学
鳥取大学 1名
香川大学 1名
私立大学
関西学院大学 5名
関西大学 4名
京都産業大学 8名
近畿大学 26名
甲南大学 1名
龍谷大学 9名
神戸学院大学 32名
桃山学院大学 11名
摂南大学 11名
創価大学 3名
佛教大学 1名
奈良大学 1名

藍野大学 1名
追手門学院大学 73名
大阪青山大学 3名
大阪学院大学 11名
大阪経済大学 4名
大阪経済法科大学 7名
大阪芸術大学 3名
大阪工業大学 13名
大阪産業大学 45名
大阪商業大学 1名
大阪女学院大学 1名
大阪成蹊大学 3名
大阪電気通信大学 6名
大阪人間科学大学 2名
大阪保健医療大学 1名
関西福祉科学大学 1名

四天王寺大学 3名
阪南大学 4名
大和大学 1名
大手前大学 12名
関西国際大学 9名
甲子園大学 4名
甲南女子大学 2名
神戸芸術工科大学 1名
神戸国際大学 1名
神戸松蔭女子学院大学 1名
神戸親和女子大学 1名
園田学園女子大学 2名
宝塚大学 2名
兵庫医科大学（薬） 1名
武庫川女子大学 1名
流通科学大学 4名

就職

キッザニア甲子園／尼崎製罐株式
会社／伊藤ハム株式会社／大阪シ
ティバス株式会社／株式会社
USEN-NEXT HOLDINGS ／ 株
式会社アイプラネット（事務）／株式
会社神崎高級工機製作所／株式
会社コアテクノ／株式会社ニプロン
（事務）・（製造）／株式会社北摂オ
ートバックス／株式会社ピカソ美化
学研究所／社会福祉法人隆生福
祉会／大王電気株式会社／宝塚ゴ
ルフ倶楽部／東リ株式会社／日亜
鋼業株式会社／美容室イレブンカ
ット／ヤマト運輸株式会社／自衛隊

県 尼 進 路
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兵庫県立尼崎高等学校 同窓会 常任理事

令和4年度　人事異動一覧表

役職 回生 氏名
会　長 36 石井 良昌
副会長 31 髙岡 久

　副会長★ 34 室津 晴美
理事長 43 上野 晃司
会　計 57 下境田 耕治

　会　計★ 49 樽井 敬明
監　査 36 池邉 善夫
監　査 42 大西 俊樹
参　与 23 大附 多美子
参　与 36 柴田 侃一

常任理事 32 中川 敏行
常任理事 33 北村 保子
常任理事 35 田村 信子

役職 回生 氏名
常任理事 39 久保 恭利
常任理事 42 井上 正夫
常任理事 42 西本 義正
常任理事 44 澤田 勝
常任理事 45 前田 雅孝
常任理事 47 津田 加寿男
常任理事 48 有田 亨
常任理事 51 山中 潤一
常任理事 51 黒川 治
常任理事 51 丸岡 鉄也

　常任理事★ 53 大内 一浩
常任理事 53 富永 謙一
常任理事 53 中川 まゆみ

役職 回生 氏名
常任理事 55 林 久博
常任理事 61 木村 泰三
常任理事 61 近藤 教敏
常任理事 62 高橋 剛
常任理事 64 越山 裕之
常任理事 70 佐川 昌伸
常任理事 定13 比嘉 芳子
常任理事 定8 合田 正人

顧問・学校長 板羽 茂雄
相談役・教頭 佐々木 豊

相談役・事務長 岩川 真美
校内理事・常任理事 52 中野 裕司

校内理事 62 楠田 貴至

職名 氏名 旧所属
教頭 佐々木 豊 武庫荘総合
教諭 紙田 康司 武庫荘総合

教諭（再任用） 島上 亨 尼崎西
教諭 遠藤 真央 西宮今津
教諭 都甲 純玲 初任
教諭 細田 みどり 尼崎北
教諭 本多 淳二 伊丹西

教諭（再任用） 佐藤 文彦 県西宮
教諭 辻 真由美 市西宮東
教諭 花房 周英 初任

臨時実習助手 河村 雪枝 宝塚
臨時講師 澤 知尋 西宮甲山

育児短時間勤務職員補完職員 堀 理紗
事務室 主査 山本 明子 武庫荘総合

事務室 臨時校務員 佐藤 達也 一般企業

職名 氏名 新所属
教頭 西岡 敬三 退職

教諭（再任用） 矢野 洋一 退職
教諭 中田 雅久 伊丹西
教諭 田靡 泰裕 香寺
教諭 村居 康司 尼崎北
教諭 寺尾 亜由美 須磨友が丘
教諭 川上 里佳子 東灘
教諭 永田 和伸 神戸甲北
教諭 搆口 陽子 西宮甲山
教諭 梁瀬 信和 武庫荘総合

実習助手（再任用） 加藤 弘子 退職
事務室 課長補佐 中田 裕子 西宮甲山

編集委員	 髙岡 久（委員長）・柴田 侃一・池邉 善夫
	 大西 俊樹・井上 正夫・上野 晃司

印　　刷	 有限会社　アイプリント
	 尼崎市西難波町4丁目2－9　tel 06－6482－8484

［ 会員コード、パスワード ］　�
振込用紙の上部に記載しています

同窓会ホームページの右上の「会員ログイン」から下記「会員コ
ード・パスワード」を入力し『会員マイページ』にお入りください

https://www.web-dousoukai.com/kenama/

あなたのユーザーID（会員コード）は	 23303510	 です。
パスワードは	 abc123 	 です。

尼崎  太郎  様
重要な情報です。大切に保管下さい。 これはサンプルです

同窓会事務局　〒660－0893  尼崎市西難波町4丁目2－9  （有）アイプリント 内　井上 正夫　tel 06－6482－8484 ／fax 06－4307－4232

編 集 後 記 コロナ禍が落ちつき、社会に動きが出てきたと
ころ、再び感染症が拡大して来ました。まだまだ油
断できません。

生徒さん達は約3年に及ぶ生活様式の変化、そして勉学及び課外活
動はじめクラブ活動など種々の制限で戸惑いもあったことと思います。

また、先生方も学びを止めないご苦労をされて来ました。
多くの課題を乗り越え、特に3年生は例年を超える優秀な成績を収

め進学されたと聞きます。県尼生の逞しさに安堵しています。
さて、愈々来年度は創立100周年を迎えます。
今年は、この偉大なる節目を締め括る年度となります。
募金はじめ100周年記念事業活動に、より一層のご支援をお願い申

し上げます。
名門県尼の次なる世紀への発展に向け、同窓会一体となって協力し、

繋いで行こうではありませんか。
  

来年度の100周年式典・祝賀会にて、お互い元気で皆様とお会いで
きることを楽しみに致しております。

転

入

者

転

出

者

★印　新任
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